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サルヴェーション Salvation（07 Montjeu）仏３勝。産駒
ペンジェイド Penjade（13 牝 Air Chief Marshal）仏１勝，Prix des Jou-

venceaux et des Jouvencelles-L２着，Criterium de Lyon-L２着，
Prix Delahante-L２着，北米４勝，Forever Together S（芝8.5Ｆ，
レコード），アシーニアＳ-G3４着

サンシロー Sansiro（14 騸 Rajsaman）仏１勝，仏障２勝，伊障１勝
ザヴリンカ Zavrinka（15 牝 Rajsaman）仏４勝
ワンダフル トゥナイト Wonderful Tonight（17 牝 Le Havre）仏３勝，

ロワイヤリュー賞-G1（芝 2800ｍ），ミネルヴ賞-G3（芝 2500ｍ），
Prix de Thiberville-L２着，英３勝，英チャンピオンズ フィリーズ
＆メアズＳ-G1（芝11Ｆ211Ｙ），リリー ラングトリーＳ-G2（芝14
Ｆ），ハードウィックＳ-G2（芝11Ｆ211Ｙ），ヨークシャー オークス
-G1４着

バーディー Birdie（99 Alhaarth）英２勝，Oaks Trial S-L。産駒
ホステス Hostess（牝 Iffraaj）英１勝，北米１勝，プロヴィデンシアＳ 

-G3，ハニムーンＳ-G3２着，セニョリータＳ-G3４着
イル パパラッジ Il Paparazzi（騸 Royal Applause）英１勝，エイコムＳ 

-G3３着
ミスター ガルシア Mr Garcia（騸 Paco Boy）英３勝，豪２勝，MRC 

Heatherlie S-L２着，ATC Australia Day Cup-L３着，ATC Janua-
ry Cup-L３着

ピュア ラック Pure Luck（牝 Galileo）不出走。産駒
ピュアブレッド Purebred（牡 Red Rock Canyon）ブラジル２勝，ジ

ェルヴァシオ セブラ賞-G2２着，ウルグアイ３勝
フェイド Fade（88 *ペルセポリスⅡ）不出走。タルファー Tarfah（ダ

リアＳ-G3）の祖母，キャメロット Camelot（全欧３歳牡馬チャンピオン，
英ダービー -G1，愛ダービー -G1）の曽祖母

モンジュー Montjeu は愛国産，全欧３歳チャンピオン，仏愛英11勝，
凱旋門賞-G1，愛ダービー -G1。仏チャンピオンサイアー。【ＢＭＳ：主な産
駒】アナプルナ（英オークス -G1），レガティッシモ（英1000ギニー -G1，ナッ
ソーＳ-G1），チャーム スピリット（クイーン エリザベス二世Ｓ-G1），スター
マン（ジュライＣ-G1），パンサラッサ（ドバイ ターフ -G1）
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2021.4.11 生

○外サルヴェーションの21

社台ファーム　 生産 仏国・Shadai Farm　 繋養 仏国・Haras de Montfort & Preaux

1口100万円  （総額4,000万円）
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母は脚長で体高のある馬格ですが、本馬の引き締まってまとまりのある
コンパクトな体躯は父のフォルムとより重なります。全身の滑らかな連動
からなるフレキシブルな脚さばきは、秀逸なボディバランスのなせる業と
いえます。強靭な筋肉は柔軟性もあって、素軽いフットワークの随所に
競走馬としての高い資質を感じます。スタッフに対しては従順で穏やか
ながら、自ら僚馬を打ち負かしに向かうほどの闘争心を秘めています。
父産駒は日本の芝でスピード適性を見せており、本馬も無論芝路線を
歩むこととなるでしょう。母や全姉のキャリアから中距離以上が相応
しいはずで、もちろん目指す舞台がクラシックとなることは必然です。
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